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分科会① 

「子どもアドボカシーを当事者の視点で考える」 

 

パネリスト： 

田邉 紀華（全国子どもアドボカシー協議会理事、一般社団法人 Masterpiece） 

荒川美沙貴（社会的養護経験者向け情報サイト”Iris” 編集長） 

永田 勝利（作新学院大学 学生 ） 

渡辺 睦美（全国子どもアドボカシー協議会理事、こどもアドボカシー学会理事） 

 

助言者： 

中村みどり（Children's Views & Voices 副代表） 

川瀬 信一（一般社団法人子どもの声からはじめよう 代表理事、こども家庭庁参与） 

 

コーディネーター： 

相澤 仁 （大分大学福祉健康科学部 教授 ） 
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分科会① 

相澤 仁 

（大分大学福祉健康科学部 教授 ） 

 

 

 

皆さんおはようございます。第 1分科会の報告をさせ

ていただきます。「子どもアドボカシーを当事者の視点

で考える」というテーマでございます。登壇者ですけれ

ども、パネリスト、助言者全て社会的養護経験者の方々

にやっていただきました。あとで名前は見ていただけれ

ばと思います。時間がないので次に行かせていただきま

す。 

発表要旨ですけれども、まず子どもの声とアドボカシ

ーについての説明を中村みどりさんからやっていただき

まして、子どもの人権、子どもの権利に基づいた実践が

されているか、常に振り返る必要性があるということで

す。対話の重要性ですけれども、大人と子どもの対話が

不足しているのではないかという気づき、そして子ども

の対話の時間を意識的に作る関わりが必要。そして子ど

も参画、子どもが置き去りにされていないか、例えば大

人の都合のいいルールに変わっていくようなことがなさ

れていないかということに注意すべきだ、ということで

す。 

続いてパネリストの荒川さんからのご報告がございま

す。Iris の紹介があったあとに、子ども、若者から見え

る世界ということで、慣れた場所は、命は安全ではない

けれど心は安定していると。新しい代替養育は、命は安

全だけど心は安心できないと。大人の意見はそれぞれバ

ラバラ、環境の変化に子どもは必死に適応しようとして

いると。心理士さんの関わりの中で自分の見えている世

界、自分を分かろうとして聴いて、質問してくれた言葉

の奥にある気持ちと背景を汲み取ろうとしてくれた。聴

かれて、考え込み、自分を見つけて言葉にしている感じ

がした、ということをおっしゃっていました。聴くこと

について思うことですけれども、どう聴いていくのかは

どうその人を分かろうとしていくかということ。状態、

状況、時期で考え方も変わると。ともにいて、ともに問

題を考える、一緒に模索していく姿勢が大切だというこ

とです。 

続いて田邉さんですけれども、自己紹介のあと

Masterpieceの紹介がございまして、子どもの声を大切

に、若者に寄り添いつつ、決定するのはあなただという

意識を常に持つということです。アドボカシーにおける

課題ということで 5つほど挙げてくれましたけれども、

思いをそのまま汲み取ることの難しさ、声を上げるとい

うことのパワーがまだ溜まっていない子どもに対しての

アドボカシー、そして届けるタイミングは人それぞれあ

ること、といった発言がございました。 

永田勝利さんからは、自己紹介をしつつ、自分の気持

ちの変化ということで、私が考える話しやすい環境とい

うのは、秘密を守るとか、フラットな関係性、話を否定

されないというようなことで、最後に強調されたのは、

子どもは善意な存在であり、子どもの意見を聴いていく

ためには子どもの善意、よくなろうとする気持ちを大切

にして尊重することが重要だということです。 

渡辺睦美さんは、自分の子ども時代のことをお話され

て、子どもアドボカシーについては、里親家庭で育った

からとか施設で育ったからといって属性にこだわること

ではないと。子ども一人一人のありようを尊重して、子

どもの声に傾聴し向き合ってくれる存在が大切であり、

そういう存在を求めていると。またコミュニティによっ

てアドボカシーを実施していくことが必要だということ

です。 

2 人の助言者からのコメントですけども、子どもの権

利について分かっている人が少ないとか、コミュニケー
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ションは共同作業だと。そして子どもの安全、安心、居

場所感は大人の考える居場所感とは違うと。ウェルビー

イングに影響しているのは自己決定で、パワーが溜まっ

ていない子どもは緩やかな参加を検討すべきだと。ゆら

ぎを大切にすること、子どもと大人の時間感覚は違いま

すよと。子どもは自分が悪いからだと思っている。そう

でないようにきちんと説明、理解してもらうことが大切

だということです。 

最後、パネリストと助言者によるディスカッションで

すけれども、一人一人の子どもに応じたアドボカシーを

行うことが重要だと。そして先程言ったように、個人に

よるアドボカシーではなくて、コミュニティによるアド

ボカシーも大切で、発言した意見によって傷つけるよう

な対話は絶対に許されないし、聴いただけにせず丁寧な

フィードバックが必要です。またパートナーで向き合い、

寄り添い続けることの重要性も指摘されました。施策に

反映するためには、特定の子ども、若者の意見ではなく

可能な限り多くの子どもと若者の意見が必要です。それ

から会議などには複数の子どもの参加と、参加者への分

かりやすい説明をすることの大切さが指摘されました。

意見表明等支援事業については、社会的養護の子どもだ

けではなくて全ての子どもに拡充する。また声にならな

い声、View を大切にして理解していくことが必要です。

そして子どもの声を聴くとか、制度、事業から、文化に

していくことが必要だ、ということが話し合われたとい

うことです。時間ですのでこれで終わりにしたいと思い

ます。雑駁な説明で申し訳ございませんでしたがどうも

ご清聴ありがとうございました。 
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分科会② 

「これからどうなるフォスタリング？ 

－里親支援センターの施行と今後の展望－」 

 

パネリスト： 

後藤 博規（こども家庭庁支援局家庭福祉課長補佐） 

山川 浩徳（慈愛園乳児ホーム養育家庭支援センターきらきら 統括責任者） 

佐野多恵子（特定非営利活動法人静岡市里親家庭支援センター 次長） 

宮内 珠希（二葉乳児院 二葉・子どもと里親サポートステーション 主任） 

 

コーディネーター： 

都留 和光（二葉乳児院 施設長） 
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分科会② 

都留和光 

（二葉乳児院 施設長 ） 

 

 

 

皆さんおはようございます。分科会 2「これからどう

なるフォスタリング？—里親支援センターの施行と今後

の展望—」ということで、分科会 2 のほうを進めてまい

りました、コーディネーターの二葉乳児院、都留と申し

ます。どうぞよろしくお願いします。 

今回のパネリストの皆さんは、こども家庭庁支援局家

庭福祉課課長補佐の後藤様、熊本の慈愛園乳児ホームの

養育家庭支援センターきらきらの統括責任者の山川さん、

静岡県の特定非営利活動法人の静岡市里親家庭支援セン

ター次長のフォスタリング統括責任者の佐野さん、東京

都二葉乳児院の二葉・子どもと里親サポートステーショ

ンの主任の宮内さんのフォスタリング機関 3 名の方と、

こども家庭庁の方ということで、分科会のほうを進めて

まいりました。それぞれ 30分、20分、20分、20分と

いうことで、それだけで十分時間が押していったような

部分もあるんですけれども、初めにこども家庭庁後藤課

長代理のほうから資料説明、これは皆様のお手元の資料

でしっかりと目を通せられるのではないかと思いますが、

改めて概要であるとか、設置運営要綱であるとか、配置

基準、施設機能強化推進費実施要綱の案、里親養育包括

支援事業の具体的な内容ということで、後藤さんから皆

さんに説明がありました。具体的にフォスタリング機関

が里親支援センターとしてどのような形になっていくの

かということは、参加されていた皆さんが一番興味があ

るところだったかなと思います。 

質問の時間を 5時過ぎから持ちまして、児童自立支援

計画表の作成はどこが行うのか？児童相談所なのか、里

親支援センターなのかというところの質問もありました。

60世帯を超えて、20 世帯を超えてプラス 1名での加算

の費用は、具体的な額はどれぐらいになるんですかとい

う質問もフロアのほうからありまして、これは 1 月 25

日の自治体の説明の中の部分として、この日は持ってき

ていなかったんですけれども、ホームページのほうにあ

りますので、地域区分ごと見ていただいて、という説明

がありました。 

また自治体間での格差については、こども家庭庁だけ

ではこの格差をどうしていくのかというのはなかなか難

しく、外部有識者や自治体と協力して把握を進めていく

必要があるということが言われました。リクルートから

自立支援までをやっているところが少ないということで

すね。やっていないことが多いということで、一貫して

リクルートから自立支援までを行うために、というとこ

ろで今回の里親支援センターが役割を担える部分がある

と考えているという話もありました。里親支援センター

を行うところには、こういうかたちでやるんだというこ

とを大々的に出していくことが必要だという意見もあり

ました。 

次にフォスタリング機関の報告ということで、これも

詳細は各資料のほうを見ていただければと思いますが、

熊本県の熊本モデルや、静岡県の里親支援員さん、経験

のある里親さんたちが訪問をしていくこと、二葉乳児院

のからはライフストーリーワークを扱う子どもプログラ

ムの報告を受けました。今後、里親支援に関わる方たち

の人材育成であるとか、全国的なフォーラムであるとか

ということが大事かなということで、皆さんで終えたと

いうことになります。時間になりましたので終えさせて

いただきます。ご清聴ありがとうございました。 
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分科会③ 

「子ども支援、親支援、親子関係支援を包括する親子包括支援に向けて」 

 

パネリスト： 

齋藤 弘美（社会福祉法人 大洋社 常務理事、全国母子生活支援施設協議会 副会長 ） 

那須 里絵（早稲田大学社会的養育研究所 次席研究員） 

安部 計彦（西南学院大学 教授） 

松田 妙子（NPO 法人せたがや子育てネット 代表理事、NPO 法人子育てひろば全国連絡協議会 

理事） 

星  美帆（特定非営利活動法人 青少年の自立を支える会 子どもの居場所「月の家」責任者） 

藥師寺順子（大阪府中央子ども家庭センター 所長） 

助言者： 

胡内 敦司（こども家庭庁 支援局家庭福祉課 企画調整官 兼課長補佐） 

コーディネーター： 

上鹿渡和宏（早稲田大学人間科学学術院教授、早稲田大学社会的養育研究所 所長） 
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分科会③ 

上鹿渡和宏 

（早稲田大学人間科学学術院教授、 

早稲田大学社会的養育研究所 所長 ） 

 

 

分科会 3を担当いたしました上鹿渡です。登壇者の皆

様の配布資料等ご覧になることができると思いますので、

そちらをご確認いただけたらと思います。この分科会に

つきましては、これまで FLECであまり取り上げられて

こなかった実践について、パーマネンシー保障で第一に

考えらえる家庭維持、親子分離予防の領域で、それぞれ

既に取り組まれて成果を上げている方々、特に母子生活

支援施設と子育てひろば、そして子どもの居場所の実践

についてご報告をいただきました。 

最初に親子関係再構築の取り組みとして、都道府県で

も生かしていただくことを念頭に、これまであまり具体

的な取り組みが、広くは知られてこなかったと思われる

母子生活支援施設における子ども、親、親子関係への支

援について、全国母子生活支援施設協議会副会長の齋藤

さんから詳細なご報告をいただきました。あまり知られ

ていないこれまでの取り組みについて、具体的にお示し

いただきました。このような効果的な取り組みが行政や

地域にあまり知られてこなかったことや、DV 専用施設

だと思われてきたことなどが合わさって母子生活支援施

設の利用が減ってきているという現状があり、課題とし

て挙げられました。また、全国母子生活支援施設協議会

から新たな提案として、このようなかたちで母子生活支

援施設は地域で役割を担っていきたいといったものが示

されました。具体的にはミドルステイなど、これから

様々な親子を支えていただけそうなメニューが示されま

した。 

そのあと早稲田大学社会的養育研究所の那須さんから、

全国の母子生活支援施設を対象とした調査結果が示され

ました。社会的養育における予防的取り組みを検討でき

る場でもあり、既に実践されてきたことの中から、それ

らがどのように実施されているか分析することで具体的

な検討が可能になるのではないかということが示されま

した。 

さらに、西南学院大学の安部先生からのご助言につき

ましては、先生ご自身の研究として、最近母子生活支援

施設、ヤングケアラー支援に関する調査をされ、その結

果も含めて考察・コメントをいただきました。ヤングケ

アラー支援についても全国でいろいろな取り組みが始ま

っており、母子生活支援施設でどのようなことが行われ、

それはどのような成果を上げているかを具体的に見てい

くことで、また新たな知見が得られると考えられ、現場

で活用できるものになっていくのではないかとのご示唆

もいただきました。 

続いて親子に向けた支援として地域で実践されている

子育てひろば、これはポピュレーションアプローチにあ

たるものになると思いますが、松田さんから世田谷区で

の取り組みが具体的に報告されました。具体的に、この

ようなことができるのだというアイデアにあふれた、本

当に興味深い取り組みがたくさん報告されました。また、

このような取り組みを親や子どもが地域に受け入れられ

ていると感じられるようなものにしたいとのことでした。

さらに、それらを一部ではなく世田谷区全体に広がるよ

うに、受けられない人がいないように、仕組みとしてい

くことの工夫についても示され、その大切さを皆で共有

できたと思います。 

そのあと、子どもへの直接支援に加えて、居場所とい

う支援について、学校へ迎えに行き、居場所に連れて帰

って、そこで夕食をとり宿題をして、子どもを家に送り
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届けるという取り組みをしている居場所の話をしていた

だきました。これも親子支援のハイリスクアプローチに

あたるものかと思いますけれども、子どもの居場所「月

の家」責任者の星さんから、その実践についてご報告を

いただきました。星さんのこれまでのご経験から涙が出

そうになるようなご経験をいくつもご報告いただき、こ

のような居場所の持つ可能性について、参加者皆で共有

できたのではないかと思います。特に居場所にいる大人

の役目として、「子どもたちを守ること、ワクワクさせ

ること」が示されました。これは本当に重要な点で、ア

タッチメントでも安心の基地、それが出きてからの探索、

遊びなど、子どもがいろいろなことに挑戦できる環境他

関係性が大事なのですが、まさにそれを実践されている

お話を聞くことができました。 

最後に大阪府中央子ども家庭センターの薬師寺さんと、

こども家庭庁支援局家庭福祉課の胡内さんからコメント

をいただきました。児童相談所の観点、また国で施策を

策定している観点からこのような取り組みへの期待とい

うことで様々な具体的示唆をいただきました。 

これまであまり同じ場で共有される機会のなかったそ

れぞれの取り組みが共有されることで、会場全体で、ご

参加いただいた皆様もいろいろなことを考えられたので

はないかと思います。また、ご登壇いただいた皆様もそ

れぞれいろいろなことを思いつき、今後に向けた示唆も

得られたのではないかと思います。第３分科会は、皆様

の積極的なご参加によって本当に有意義な会になったと

思っております。ありがとうございました。 
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分科会④ 

「これからの里親制度について本音で語り合おう！」 

 

課題提起： 

藤井 康弘（代表幹事／元厚生労働省障害保健福祉部長） 

パネリスト： 

新井 淳子（一般社団法人こどもみらい横浜 代表理事、横浜市フォスタリング機関さくらみ

らい 担当理事） 

北川 聡子（社会福祉法人麦の子会 理事長、日本ファミリーホーム協議会 会長） 

ロング朋子（一般社団法人ベアホープ 代表理事） 

長田 淳子（二葉乳児院副施設長、フォスタリングチーム統括責任者） 

白田有香里（一般社団法人 COCO PORTA 代表理事、千葉市ひまわり会（里親会）会長、東

京都児童相談センター児童福祉司） 

助言者： 

末武 稔也（こども家庭庁 支援局 家庭福祉課 社会的養護専門官） 

コーディネーター： 

横堀 昌子（青山学院大学 コミュニティ人間科学部 教授） 
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分科会④ 

横堀昌子 

（青山学院大学コミュニティ人間科学部教授） 

 

 

 

第 4 分科会のコーディネーターを務めました青山学院

大学の横堀昌子と申します。よろしくお願いいたします。

今回この分科会 4 のテーマは、代表幹事でもあります藤

井さんからご提案をいただき、「これからの里親制度に

ついて本音で語り合おう！」という、ちょっとドキドキ

するようなテーマとなりました。今回はいずれも里親を

されてきた皆様がご発題・ご助言ということで、テーマ

につき、従前以前にない質的な議論が「一石を投じられ

た」形でできたのではと思っております。 

社会から信頼される養育を作る責任がこの家庭養護に

もあるわけですが、里親委託が思うように進まないとい

う状況もございまして、里親の側にも多様な課題がある

のではないか、という問題提起が藤井さんからなされま

した。よって、これまで公的な場でおそらくあまり議論

されることのなかった里親側の抱える課題について、可

能な限り関係者がともに考え、語り合いたいという趣旨

から議論が始まった、キックオフともいえる分科会であ

ったと考えます。 

皆さま、お手元のプログラムをご覧ください。まず藤

井さんから課題提起をいただき、その後、パネリストと

して 5 名の皆様にお話をいただいた構成になっておりま

す。藤井さんからはまず、養育において最も大切なのは

愛着、情緒的な信頼関係ではないかと投げかけられまし

た。しかし、里親の養育の中には専門的な知識、経験が

十分でなかったり、ややもすれば孤立しがちであったり、

家庭としての密室性があったり、そうした状況から養育

が、あるいは支援が「難しい」ことが起きているのでは

ないか、と課題が示されました。特に里親家庭の習慣や

文化、養育者がもっている価値と子どものニーズ、意向

との乖離が起きてはいないか等、里親家庭が抱えがちな

課題について課題提示がありました。その後、今後を考

えていく 1 つの切り口として、「ケア里親」という仮の

名称で、現行の専門里親を拡充して対象範囲を広げるこ

とによって創設する里親の形、新しい充実のあり方が一

案として示されました。これは決して里親手当てを上げ

る議論ではないけれども、このような里親の在り方を 1

つ、職業化のかたちで考えてみるのはどうかという提案

があったわけです。 

この提案には、さまざまな関係機関が里親家庭に関わ

りやすくするということ、場合によっては応諾義務を課

すことで子どもを受け入れる体制を作っていくことも含

まれます。さらに児相や施設で経験を積んだ人たちが一

定の年齢に達したあとに里親になるルートもできるので

はないか、養育者が養育に専念できるような体制を作る

のはどうか、といった提案も議論の切り口として示され

ました。 

一方この方策のデメリットとしては、いわば「お金目

当て」で登録してくる人たちをどう排除するか、里親家

庭という家庭の養育の中に外部から介入されることをど

う考えるか、子どもから見て職業としての里親との生活

が家庭と言えるのか養育者との関係性はどうなっていく

か、といったことも指摘され、どこから家庭と公的な養

育の橋渡しをしていけるか課題の共有もなされました。 

登壇者のお一人、新井さんからは、そもそも家庭は私

的なものであり、里親認定までのプロセスにおいてすで

に細かくスクリーニングしている。そのような家庭の養

育を外部からコントロールできるのかという問いかけも

ありました。ただ、里親の養育の質を上げていくには現

行の制度や最低基準等の見直しも必要ではないか、安

心・安全な居場所として子どもが家庭の中で暮らしてい
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くために考えるべきことは多くあると語られました。 

北川さんからは、ご自身の里親養育の経験に加え、麦

の子で取り組んできた、多様なヘルプを出しながら、里

親が関係者と一緒に養育をしていく環境づくりが紹介さ

れました。加えてアメリカのボーイズタウンの事例が出

され、ある機関に所属をしながら里親が子どもを安定し

て養育していく環境を作ることで、里親が持つ力への着

目だけでなく、コミュニティをつくり活かす観点も必要

ではないか、と語られました。 

ロングさんからは、「ふつうの家庭」であってくださ

い、と言われ、里親になったご自身の体験から、職業化

への問いも語られるとともに、残念ながら天に召され、

今回参加がかなわなかった、登壇予定でした白田さんの

思いを皆さんにご紹介いただきました。白田さんが家庭

養育に意欲的に取り組まれ、里親として願ってこられた

思いを共有することができました。白田さんが里親であ

りながら児童相談所でも働いてこられた中で、里親制度

の発展のためには児童相談所の働きもまた改善していく

必要があるのではとおっしゃっていたことを私自身も思

い返しました。白田さんがケア里親等、職業化について

は同意され、賛成の思いがあったことも、ロングさんか

らふれていただきました。 

続く長田さんからの発題の、里親家庭の日常性という

中で、「通常の家族の生活」をどう子どもたちと共有し、

活かしていくのかというお話があり、家庭養育がそもそ

も持っている機能と本質的な役割は何か、という観点が

フロアに広がったように思います。 

助言者である末武さんは施設職員の経験もお持ちで、

かつ里親としても養育をされてきています。専門職であ

るからイコールよき養育ができる、成立するということ

はない、と指摘され、里親家庭の中でともに紡いでいく

営みの意味を語られました。このように、各登壇者より

テーマに応答する重層的な見解が重ねられました。 

里親の職業化、事業化を巡っては、諸外国に目を転じ

ますと、フランスやイギリスの一部ではそうなっている

部分もございますし、そのために 300 時間ぐらいの研修

を受けることになっている等いくつかの先行実践ともい

える取り組みが見受けられます。日本における現行の 4

類型の里親の種類を制度的にどうしていくかについては、

課題と向き合いながら議論していくことが求められるで

しょう。 

何といっても子どものニーズに応えられる養育環境を

家庭との協力でどう作れるかが最重要です。そこで私自

身も、体験の中から現行の専門里親の制度が少し「もっ

たいない」制度になっていないかと申しました。里親そ

れぞれがこういうことだったらできる、こういうことだ

ったら自分の家庭の強みがより生きる、といった思いが

あることでしょう。そこで、里親の養育の在り方、里親

に何が求められるかをめぐって引き続き議論をしていく

必要があるという確認をいたしました。議論は以後続く、

となりましたが今までなかなか質的な議論が展開できな

かった中で、静かに波紋が広がっていくような大切な一

石を藤井さんから投げかけていただき、その意味を皆さ

んと一緒に広げる機会になりました。皆様に感謝です。 
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